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研究成果の概要：集落などの人為的な環境を利用する複数のニホンザル集団を追跡調査すると

ともに、その生息環境を環境省植生図などの既存の資料と現地調査から分析することにより、

彼らの土地利用と環境選択、個体群パラメータなどを明らかにした。集落を利用するニホンザ

ルにとって、集落に隣接する林は採食や休息などの多様な機能をもつ生息地であること、農作

物採食によって出産率の上昇など個体数増加につながる変化が起こることなどを明らかにした。
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１．研究開始当初の背景
日本固有の中型哺乳類であるニホンザル
(Macaca fuscata)については、これまで数多
くの社会生態学的研究が行なわれてきた。と
くに、人為的攪乱の少ない環境に生息する野
生ニホンザルに関しては、個体群パラメータ
や行動圏、環境利用様式などについて多くの
生態学的な知見が蓄積されている。しかしな
がら、近年社会問題化している農耕地などの
人為的環境に依存したニホンザルの生態や、
人工針葉樹林を主たる生息地としたニホン
ザルの生態については、未解明の部分が数多
く残されている。農耕地や集落という本来の

自然環境下には存在しないこのような特殊
な採食パッチの利用は、ニホンザルの環境利
用様式や個体群パラメータに大きな影響を
与えると推測されているが、実際に起こって
いる変化に関する詳細な研究はこれまでの
ところほとんどない。本研究では、農耕地な
どの人為的環境に依存したニホンザルの生
態を、農地や集落の環境操作という実験的な
手法を取り入れて明らかにしようというも
のであり、ニホンザルの保全や被害管理につ
いてこれまでにない知見をもたらすだけで
なく、国内外を問わず問題となっている人間
と野生動物との葛藤の解消についても、貴重
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な示唆を得ることが期待できる。

２．研究の目的
本研究は、集落や人工針葉樹林などの人為
的な環境を利用する複数のニホンザル集団
を長期的に追跡調査するとともに、その生息
環境を航空写真や環境省植生図などの既存
の資料と現地での植生調査および農地環境
調査から分析することにより、彼らの土地利
用と環境選択における多様性を明らかにし
ようとするものである。

３．研究の方法
三重県名張市および奈良県宇陀市におい
て、複数のニホンザル集団の行動圏及び移動
経路と農耕地を含む採食パッチの空間的・時
間的配置との関係を GIS を用いて分析した。
森林および集落内の採食パッチ（農耕地や果
樹）については、現地調査によって食物の質、
量、および利用可能性の季節的な変化を把握
するほか、実際の利用状況を詳細に記録した。
それと並行して、集落内の採食パッチの質や
量を人為的に操作することによって、土地利
用や環境選択にどのような影響があるかと
いう実験的な手法も導入した。また、人為的
攪乱の少ないほかの地域に生息するニホン
ザル集団との比較検討を試みるとともに、農
耕地を利用することによって起こる個体群
パラメータの変化についても資料を収集し、
比較した。

４．研究成果
(1)個体群パラメータ
農作物に被害を及ぼす１群の個体数カウ
ント調査を行なった結果、出産率は 46％であ
った。出産率の年次変化の傾向から、調査年
度は出産率が低い年にあたるが、農作物被害
を起こさないニホンザルに比べると非常に
高く、餌付け群に近い出産率であった。この
ことから、農作物を採食することがサルの栄
養状態を良くし、さらに個体群パラメータに
顕著な影響を与えていることが明らかにな
った。

(2)土地利用
①農耕地隣接林の利用：農耕地の隣接林の利
用様式とその機能について検討した。猿害群
は農耕地の周囲 500ｍ以内をおもに利用して
いた。そのなかでもとくに林縁から 100ｍ以
内の森林が、本来の植生とはかかわらず利用
されていることがわかった（図１）。また、
林縁とその付近の農耕地では採食している
個体が多く、林縁付近の森林部では休息して
いるか、移動している個体が多かった。さら
に、群れは農地から農地へと移動するために、
農耕地の隣接林内を、なるべく最短距離で移
動していることがわかった。これらの結果か

ら、農作物被害を起こすニホンザルにとって、
隣接林は多様な機能を併せ持つ生息地であ
ることが示唆された。

②生息環境の質が環境選択に与える影響：生
息環境の質が、農作物を利用するニホンザル
の環境選択にどのように影響するかを、落葉
広葉樹林に生息するニホンザル群と、常緑樹
林に生息するニホンザル群を比較すること
によって分析した。その結果、質の低い環境
に生息している集団は、質の高い環境に生息
している集団よりも農耕地をよく利用する
こと、集落や隣接林などの好適な環境では、
移動速度が低いことなどが明らかになった。

(3)被害対策が環境選択に及ぼす影響
地域住民による追い払いがサルの環境選
択に与える影響について、GISソフトを用い
て分析を行なった。2003年と 2006年で、猿
害群 1群の利用が通年見られる集落について、
集落ごとのロケット花火による追い払い頻
度を算出し、群れの集落への滞在時間と利用
頻度をそれぞれ比較した。その結果、両年と
も追い払いをより熱心に行なう集落では、
2003年に比べて2006年には群れの滞在時間
が短くなり、同時に利用頻度が低くなってい
た（図２）。地域住民がロケット花火による
追い払いを行なうことが集落におけるサル
の食物利用可能性を低めることにつながり、
群れの環境選択に影響を及ぼしているもの
と考えられた。
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図１ サルの利用ポイントと林縁（農地と森林の接する境界）からの距離
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図１ サルの利用ポイントと林縁（農地と森林の接する境界）からの距離
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